







ラ の摘発を以て、 反腐敗 の取り組みはヤマ場を越え、夏の北戴河会議を経て 月に





に嫌うこと として、 形式主義、官僚主義、享楽主義、贅沢三昧 の つを挙げて、 人
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） 朝日新聞 年 月 日。この報道では令完成をめぐる駆け引きのその後の動向と、習近平氏と
薄煕来との権力闘争に焦点が当てられている。











実現党的十八大目標任務提供堅 保証 人民日報 年 月 日）。この記事での表記を直訳すれ
ば、それぞれ、 人心に背くことは党の生死存亡にかかわる 、 四風 すなわち形式主義、官僚主義、
享楽主義、贅沢三昧という風潮は、民衆が憤懣やる方なく、最も強烈に反発している問題であり、党と
民衆、党と幹部の関係を損なう重要な根源である となるが、 北京時事 配信の新華社電記事は 簡
にして明 の名訳であり、これを使わせてもらう。 北京時事 年 月 日。もうひとつの 虎も
ハエも同時に叩く は、遠藤誉によれば 年 月に開催された中国共産党中央紀律検査委員会におけ
る習近平氏の言葉という（遠藤誉 中国 四中全会 のテーマは 法治 ─腐敗撲滅の一環
ニュース 年 月 日、 ）。ただ
し、その中国共産党中央紀律検査委員会 期第二次全体会議（ 年 月 日）公報のレベルでは
その元の言葉は確認できない（ 人民日報 年 月 日）。最近の資料によれば、習近平氏の言葉が
打虎拍蠅 であることが確認できる。 中国共産党新聞網 年 月 日（林偉 上半年反腐 “成
績 ”傳遞“打虎拍蠅”新動向 中国領導幹部資料庫）。
）進行する事態に対する視点や評価は別として、これらの動向については以下の文献が詳細を追跡して
いる。矢吹晋・高橋博 中共政権の爛熟・腐敗─習近平 虎退治 の闇を切り裂く 蒼蒼社、 年。
崔虎敏（宇田川敬介訳・解説） 習近平の肖像─スターリン的独裁者の精神分析 飛鳥新社、 年。




）山本恒人 中国観察のための基本的要件について 東亜 年 月（ ）参照。呉 の指
摘の出典は、 大家専訪呉 経済導報 総 ， 年 月 日、 。
） 朝日新聞 年 月 日。 朝日新聞 の インタビュー 欄は、とくに中国の知識人に対する系
統的なインタビューとして、筆者は尊重している。現在、同紙編集委員で元北京特派員の吉岡桂子氏の
インタビュー・シリーズは、同著 問答有用─中国改革派 人に聞く （岩波書店、 年）としてま
とめられている。インタビューは対象人物に対する系統的な訪問取材や知的交流を重ねて行われてい
る。梁暁声氏へのこのインタビューは竹端直樹記者が行っているが、同様の取材スタイルと見られる。
く 社会主義市場経済 という形態を取っており、呉敬 のように 半市場経済・半統制































紅二代 と 老百姓 （庶民）
第 の見解 〔党幹部の子弟である 太子党 は、 紅二代 （革命に身を投じた人々の
子弟）と 官二代 （建国後に出世した官僚の子弟）とに分かれる。 紅二代 は国への責
任感が重く、その責任感は 党を救い、国を救い、人民の為に の三点に集約され、彼ら
は ここは我々の国家だと考え、危機感を抱いている 。習近平氏こそ 紅二代 であ
り、その責任感を共有している。この 紅二代 の強い支持と 老百姓（庶民） の支持
があるから反腐敗運動を進めることができた〕。















先ず、梁暁声氏の第 の見解で違和感を持つのは、 紅二代 （革命に身を投じた人々の
子弟）に対する過大評価である。腐敗一掃で真っ先に摘発された薄煕来は、習近平氏同様
紅二代 中の 紅二代 （革命の元老・元副首相薄一波氏の子息）である。 紅二代 が
党を救い、国を救い、人民の為に という責任感、使命感を無条件に持っていると見な
すのは、実際上も、論理的にも幻想にすぎない。文化大革命中、 親が赤ければ子も赤い
のか と根底的問いかけを行い、 反革命分子 として処刑された遇羅克による 出身血
統主義批判 ）によって、完膚なきまでに批判された発想である。
）遇羅克の 出身血統主義 批判を日本で初めて取り上げたのは、加々美光行訳編 資料 中国文化大
革命 出身血統主義をめぐる論争 りくえつ社、 年。日本における文化大革命に対する科学的研
究の嚆矢である。
）市井三郎（訳と改題） 羅世烈著 封建専制主義は孔孟の道ではない 文化大革命と現代中国
（資料と改題） アジア経済研究所、 年、 。
より重要なことは、習近平氏に 人心失えば共産党滅ぶ とまで認識させた人心の存在




































る。 紅二代 であれ、 官二代 であれ、 成り上がり であれ、彼らは中国型の ノー














密接に関連している。中国では 法治主義 が大きく見直され、 回大会とくにその第
回中央委員会では、法治の確立が全面的に強調された。しかし、厳密には以下の論点を
はっきりさせておかなければならない。日・中・米の法体系のいずれにも通暁する弁護士
の森川伸吾氏は、 中国の国家制度の憲法的枠組み について次のように結論づけている ）。
年憲法改正においては 社会主義法治国家 という概念が強調された。これは 人
治 から 法治 への流れを憲法上確認するものである。但し、この 法治 は，国家は
国家権力が定めた法に従って統治されるという概念であり，国家権力を制限する 法 の
存在を認める 法の支配 の概念とは別のものである。また、法の制定主体である国家権
力は共産党により指導される存在である。したがって、この 法治 と 党治 （共産党
）元々は、孫文の言葉という説がある。小林克典 孫文が日本に在来していた頃、訪れたどこかの海辺
で、海岸の砂を手に握りしめ、指の間から漏れ落ちる砂粒を指して これが中国人民だ と慨嘆した話
を思い出す （ブログ 麹町パートナーズ法律事務所 ）。
） 、注 の文献、
）山本恒人、注 の文献、 。




ナー、現在に至る。主著は 中国法務ハンドブック （森川伸吾他著 中央経済社） 年。
問）フランシス・フクヤマ（スタンフォード大学 国際研究所上席研究員） 朝日新聞 年 月 日
（オピニオン・インタビュー 米国と世界のこれから ）。
）以下、決定内容の引用（ で示される）・依拠は、 中共中央関於全面推進依法治国若干重大 的
決定 （ 年 月 日、中国共産党第 届中央委員会第 次全体会議通過）） 人民日報 年 月
日。
による支配）は両立する概念である 。森川氏は、 法治 と 党治 は両立する概念だ











共産党第 期 中全会の 人治 から 法治 への決定 ）
年 月に開催された第 回中央委員会では、 法治主義 の徹底が決定された。改






系 、 法の前に人々は平等である ということを基礎に、現代的な統治を実現するという









しかし、ここでも次の論点が明確である。この 総目標 を実現するにあたっての 原
則 の提示である。 党の指導は法による国家統治の全過程を貫く ものであり、 社会主
中国における統治と 反腐敗運動
義的法治は党の指導を堅持しなければならず、党の指導は社会主義的法治に依拠しなけれ
ばならない 。ここに示される 党治 と 法治 の相互依拠関係は、まさに森川氏がい










おきたい。 老百姓（庶民）の希望を制度化すること 、 老百姓（庶民）の素質を高める





















）梁暁声 我相信中国的未来 中国青年出版社、 年、 。
）同前、 。
）現行 中華人民共和国憲法 （ 年制定、 年修訂）。サイト 中華人民共和国中央人民政府
（国情 憲法）。 。以下、これから引用（ で示す）・依拠する。
）井手啓二氏は、 期第 回中央委員会決定を受けて、日米の民主主義の現状との対比で、 人民代表
大会 や 政治協商会議 が 一党制とコーポラティズムの結合 であるとして高く評価しているが、
議論の余地は大きい。井手啓二 近代的民主主義国家へ脱皮 日中友好新聞 年 月 日。
）習近平氏は、 法による国家統治 、 法の権威を確立 して、違法、不法、不公正、腐敗等を一掃し
ていく上で、 権力の乱用の防止 あるいは 行政権力に対する制約と監督の強化 が不可欠であるこ
とを繰り返し強調している。習近平 関於《中共中央関於全面推進依法治国若干重大問題的決定》的説












































在そして行方 に対する書評は、筆者の怠慢によって刊行後 年も経った 年 月、




















子 問答有用─中国改革派 人に聞く 、 。
）戴晴 大きなスローガンよりも、一歩ずつ前へ 、吉岡桂子、同前 。
